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器械運動の学習をしていると，感心させられることが何度もあります。 

例えば，新たな技に挑戦するときに説明を聞いただけで，すぐにできてしまう児童がい

ます。「えっ，どうしてできたの？」と話を聞くと，幼稚園や保育園時代に似たような動き

を経験したことを教えてくれます。また，その友達の動きを観察しただけで，頭の中で動

きのイメージをふくらませてできるようにしてしまう人もいます。イメージと動きを簡単

につないでしまうことに感心します。 

授業の中で技のポイントにつながる動きを経験すると，技ができるようになる児童が増

えてきます。できる児童が増えてくると，体育館のあちらこちらから「できた！」の声が

聞こえてきます。そして，周りの友達が次々とできるようになると，まだ技ができない児

童が自分もできるようになろうと何度も挑戦します。できないことをできるようにしよう

と，痛い思いや怖い思いに負けずに練習している様子は感心するだけではなく，見ていて

胸が熱くなります。 

   

 マット運動，跳び箱運動，鉄棒運動は友達の前で「できる」「できない」がはっきりする

ので，体育の中では“きらい”と言われやすい運動です。しかし，みなさんの様子を見て

いると，少し違うなと感じることがあります。できないことがあると，「いやだな」「はず

かしいな」と考えるだけではなく，「少しでもできるに近づけて成長しよう」とする気持ち

がとても伝わってきます。 

 ６年生の跳び箱運動では，台上前転に失敗してお尻から着地して痛い思いをしたにもか

かわらず，次の自分の番には気持ちを切り替えて挑戦している人がいました。２年生のマ

ット運動では，川跳びができないことがくやしくて，休み時間にも体育館で練習をしてで

きるようにした人もいました。1 年生は，授業で経験したよじ登り逆立ちをもっと上手に

できるようになろうと，休み時間に友達をさそ

って，練習をしていました。 

みなさんのように，できないことはできるよ

うになるチャンスととらえて学ぶ姿に，ただた

だ感心させられます。 

 私は，みなさんより２０年以上も長く生きて

います。しかし，年齢を重ねると何かを身に付

けていくのか，なくしていくのかわからなくな

る時があります。できないことができるように

なるというのは，学ぶ喜びの一つですよね。み

なさんのひたむきな姿から考えさせられました。 

平成２７年１２月１１日体育専科 永井悠介 
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マット運動は一人一人が技の完成を目指しますので，

個人のできる・できないということに関心が集まります。

しかし，そこだけに注目してしまうと，体育授業ではな

くなってしまいます。技の動きと自分の動きの違いを考

えたり，友達と協力して運動したりするなど，技の完成

を目指す過程にも体育で学ぶ要素が含まれています。授

業では，自分の動きをコントロールできるようにするた

めに友達とスピードを合わせるシンクロや，鉄棒授業と

同じようなお手伝いの場面もあります。 

３年生で後転の学習をしたときにも，あちらこちらか

ら「できた！」の声が聞こえてきました。次々とできる

児童が増えてくると，もう少しでできそうな児童はでき

るようになろうとさらに力が入ります。気合いを入れて，

目をつぶって力いっぱいに体を後ろへ倒します。しかし，

力が入りすぎてしまって，なかなか回転速度が上がりま

せん。 

すると，技のポイントを身に付けた友達やお手伝いの方法を理解した友達が近づいてき

て，回転しようとする友達の腰をギュッと持ち上げました。腰の位置が高くなったことで

簡単に後転ができて，お互いに顔を見合わせてにっこり笑顔に表情が変わりました。何度

かお手伝いをしてもらいながら後転の動きを経験すると，「できる感覚」が身に付いてきて，

お手伝いがなくてもできるようになりました。先ほどまでの険しい表情がうそのように，

得意気に後転を披露していました。  

マット運動では，様々な技に挑戦します。できるようになった時はやはりうれしい気持

ちになります。さらに，自分がサポートしたことで友達ができるようになると，その嬉し

さは２人分になるのではないでしょうか。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 年生のシンクロ前転がり 

 

  
「つながる“アンテナ”」     
１・２年生で学習する背支持倒立（通称“アンテナ”）は，３・４年生のマット 
運動でも学習しています。「1 年生と 4年生が同じことをやるの！？」 

と，驚かれるかもしれません。実は，この“アンテナ”は，様々な技につながる 
重要な技なのです。 
１・２年生であれば，前転がりや後ろ転がりにつながります。特に， 

スッと背中を浮かせられるようにならないと後ろ転がりはできるよ 
うになりません。 
 ３年生以上では，開脚前転や伸膝後転，壁逆立ちにつながります。 
腰を高い位置に上げられないと，回転速度が上がらないために，開脚 
前転はできるようになりません。また，足を伸ばした状態で体を引き 
締める感覚は，逆立ちに必要です。 
さらに，逆上がりの一瞬で足を振り上げる動きにもつながります。 

 

4 年生のシンクロアンテナ 
“背中まで高く上がっていて 
とても上手です” 

4 年生のお手伝い後転 

棒もちアンテナ 

“棒を持つと 
逆上がりにつながります” 


